
年 月 ～ 年 安心、安定した給水サービスは継続する必要がある。

（ ）

平成25年度から水道業務第三者委託開始。

（ ）

水道法に定める水質基準に適合した給水サービスが達成できた。

（ ）

円 円 円

円 円 円

（ ）

円 円 円

円 円 円

●

円 円 円

円 円 円

Ü

○

Ü

○

×

○

×

○

○

○

○

利用者、対象者の増減に迅速に対応できている

人件費を削減しても、コストを削減することはできない

効果を向上させる観点からは、現状の実施方法が最適である

他の団体等を活用すると公平性や守秘義務に問題がある

国や県と重複のない事務事業である

コストを削減させる観点からは、現状の実施方法が最適である

他の事務事業と統合できない事務事業である

社会環境の変化に対応しているか実施内容の検証をしている

担当部課

作成者氏名

他の団体等を活用してもメリットが大きくならない

単位あたりコストを削減することはできない

市民のニーズを的確に把握している

市民のニーズが適正に反映されている

妥
当
性 市以外が実施主体になりえない事務事業である

○

チェック項目　【「はい（改善の必要なし）」なら○、
「いいえ（改善の必要あり）」なら×、「該当なし」は－　】

安芸高田市　事務事業評価シート安芸高田市　事務事業評価シート安芸高田市　事務事業評価シート安芸高田市　事務事業評価シート

建設部　上下水道課(公営企業部　水道課） 0826
（47）1203

電話 チェック 備考欄（留意事項）

施設管理費

他の自治体を参考にし、実施内容の検証をしている

規則や要綱等に基づいて、適正に業務の処理ができている

国や他市と比較し、事務事業の対象は適正である

効
率
性

款

会計名

施設費

165,986 一般財源等

受益者負担

奥本　春義

緊急性が高い又は継続する必要性が高い事業である

事務事業実施にかかるコストと業績（Do）

内　　　容

項

目

対　　　象
（誰のために）

80

事務事業の評価（Check）

平成２５年度事務事業

事務事業の概要（Plan）

事　務　事　業　Ｃ　Ｄ事　務　事　業　Ｃ　Ｄ事　務　事　業　Ｃ　Ｄ事　務　事　業　Ｃ　Ｄ

改善項目

平成28年度を目標として、簡易水道の統合と法的化
を行う。

①

②

主務課長氏名

③

効率的なモニタリング

－

改善により予算要求額変更内容

解決できていない課題

・業務委託のモニタリングを行う。
・平成27年度までに資産調査を完了し、管理、資産のシステムを構築す
る。

伊藤良治
継続する

休止、廃止をする他事業と統合する
資源配分の方向性

年度

年度

Ü

予算（大事業）名

完了した

縮小して継続する

課題解決のための改善内容及び予算への反映

今年度までに実施した改善内容

目標値
（目標年度）

年度

－

－

優先的に継続する

備 考
（指標の計算方法、算式等）

年度

有収水量1㎥当り各施設の施設運
転管理・保守点検などの業務委託
料

・平成25年度から平成28年度までの4年間の債務負担により、委
託契約を締結した。
・統合、法的化準備のため、資産調査を完了し、管理台帳システム
を整備する。

有収水量1㎥当りの施設管理費

24年度 25年度

179.46 186.49

160.00 170.00

26年度

－

97.22

年度

93.53

100.11%

－

合計

人

指　標　名　等

105,651

必要人員

159,556 一般財源等

時間外勤務手当 千円

24年度

53.00

43.00

889,080.00

コ ス ト 4,905,454

889,080.00

900,000.00

計画値

5.52

実績値

－

実績値

単位当たりコスト③

実績値
業務委託料／有収水量

対　前　年　比

㎥

計画値

コ ス ト

890,000.00

890,000.00

－

4.77

－

890,000.00

100.11% －

890,044.00

25年度

889,080.00

4,249,300

－

900,000.00

－

900,000.00 ○

Ü

成果指標の実績値が前年度と比較して向上した ×

○

事務事業の推進過程では環境（エコ）への配慮をしている

職員の能力開発のための対策は十分になされている ×

43.78

100.11%

890,044.00

83,247,380

―890,000.00

－

計画値

実績値 －

－

173.00

単位当たりコスト②

対　前　年　比

コ ス ト

光熱水費ほか／有収水量
計画値 890,000.00

890,000.00

38,965,783

計画値

有収水量1㎥当りの修繕費

※有収水量
水道料金を納付していただく対象
となる給水量

0.65

単位当たりコスト①

86,432,670

890,044.00
修繕費／有収水量

今後の計画値
（計画年度）

－

38,230,446

実績値

123,892一般財源等

人件費 受益者負担受益者負担

備 考
（指標の計算方法、算式等）

26年度

目　　　的
(対象をどのような
状態にしたいか)

簡易水道事業の水道使用者

安心･安全･安定した水道水の継続的な供給を行う。

事務事業名

実施期間

総合計画
（基本計画）

体系

基本方針

簡易水道事業施設管理事業

4 平成

施　 策 水道の整備

26年度

直接事業費 154,130

大事業 簡易水道施設管理費

中事業

主な
関連

予算・
事業名

人件費 38,823

24年度 25年度

国県補助金等国県補助金等

53,905

財源（千円）

直接事業費

財源（千円）コスト コスト（千円）

簡易水道事業従事職員及び管理受託事業者で、取水場、浄水場・配水池・加圧ﾎﾟﾝﾌﾟ所等の施設や配水管路の管理を行う。

財源（千円）

 直接事業費 国県補助金等

コスト（千円）

5,426 4,828

有収水量１㎥あたりの維持
管理費コスト

活
動
・
結
果
指
標

単位

単位

㎥

単位

㎥

対　前　年　比

単位

　
　
成
果
指
標

単位

円

単位

指標化できない成果

計画値

実績値

指　標　名

単位 計画値

実績値

○

×

○

人件費 27,063

有
効
性

○

事務事業の効果を適正に把握している

○

×

○

Ü

Ü

合計

×

Ü

×

○

当初予定した実施項目が達成できた

目標年度に目標を達成できそうである

受益者負担を検証している

成果指標について当初設定した計画値が達成できた

コスト（千円）

161,158

－

目的が達成できるような事務事業の内容である

専門性をもった人材を活用できている

― 有収水量1㎥当りの各施設の光熱
水費、通信運搬費、燃料費の計

年度

―

年度

改善点や今後の取り組みの方向性（Action）

市民組織、ＮＰＯ、ボランティア等との協働ができている

事務事業の計画段階から市民参画を得る手段をとっている

Ü

市民への情報提供を行っている市
民
参
画

さまざまな場面で市民に対して参加の機会が提供されている

人

千円

150,955

150,955

0.60

127,163

千円

人

合計

50.00

平成 18

施設管理費

簡易水道事業特別会計28

3.安全で快適な生活環境の創造

Ⅰ快適で賑わいのあるまちづくり

主要施策

事務事業の目

的、対象、内

容を考えなが

ら目的妥当性

の評価を行っ

て下さい。

事務事業の目

的やその数値

目標である成

果指標などに

留意しながら

有効性の評価

を行って下さ

い。

事業単位当たり
コストなどに留
意しながら効率
性の評価を行っ
て下さい。

ｱｳﾄ
ﾌﾟｯﾄ

ｲﾝﾌﾟｯﾄ

ｱｳﾄ

ｶﾑ

ｲﾝﾌﾟｯﾄ

080 建設部 上下水道課（簡易水道事業施設管理事業）.xls



年 月 ～ 年 安心、安定した給水サービスは継続する必要がある。

（ ）

平成25年度から水道業務第三者委託開始。

（ ）

水道法に定める水質基準に適合した給水サービスが達成できた。

（ ）

円 円 円

円 円 円

（ ）

円 円 円

円 円 円

●

円 円 円

円 円 円

Ü

○

Ü

○

×

○

×

○

○

○

○

利用者、対象者の増減に迅速に対応できている

人件費を削減しても、コストを削減することはできない

効果を向上させる観点からは、現状の実施方法が最適である

他の団体等を活用すると公平性や守秘義務に問題がある

国や県と重複のない事務事業である

コストを削減させる観点からは、現状の実施方法が最適である

他の事務事業と統合できない事務事業である

社会環境の変化に対応しているか実施内容の検証をしている

担当部課

作成者氏名

他の団体等を活用してもメリットが大きくならない

単位あたりコストを削減することはできない

市民のニーズを的確に把握している

市民のニーズが適正に反映されている

妥
当
性 市以外が実施主体になりえない事務事業である

○

チェック項目　【「はい（改善の必要なし）」なら○、
「いいえ（改善の必要あり）」なら×、「該当なし」は－　】

安芸高田市　事務事業評価シート安芸高田市　事務事業評価シート安芸高田市　事務事業評価シート安芸高田市　事務事業評価シート

建設部　上下水道課(公営企業部　水道課） 0826
（47）1203

電話 チェック 備考欄（留意事項）

営業費用

他の自治体を参考にし、実施内容の検証をしている

規則や要綱等に基づいて、適正に業務の処理ができている

国や他市と比較し、事務事業の対象は適正である

効
率
性

款

会計名

水道事業費用

96,366 一般財源等

受益者負担

奥本春義

緊急性が高い又は継続する必要性が高い事業である

事務事業実施にかかるコストと業績（Do）

内　　　容

項

目

対　　　象
（誰のために）

82

事務事業の評価（Check）

平成２５年度事務事業

事務事業の概要（Plan）

事　務　事　業　Ｃ　Ｄ事　務　事　業　Ｃ　Ｄ事　務　事　業　Ｃ　Ｄ事　務　事　業　Ｃ　Ｄ

改善項目

①

②

主務課長氏名

改善により予算要求額変更内容

解決できていない課題

業務委託のモニタリング

伊藤良治

③

1,300,000.00

年度

年度

Ü

－

－ 継続する

休止、廃止をする他事業と統合する

業務委託のモニタリング

資源配分の方向性

予算（大事業）名

完了した

縮小して継続する

課題解決のための改善内容及び予算への反映

今年度までに実施した改善内容

・平成25年度から平成28年度までの4年間の債務負担により、委
託契約を締結し、水道法上の第3者委託を含め包括的に民間委託し
た。

－

26年度

79.00

優先的に継続する

備 考
（指標の計算方法、算式等）

年度

有収水量1㎥当り各施設の施設運
転管理・保守点検などの業務委託
料

目標値
（目標年度）

年度

24年度 25年度

83.27 75.06

81.00 81.00

－

37.74

年度

37.91

100.00%

－

1,300,000.00

合計

人

指　標　名　等

0

必要人員

106,911 一般財源等

時間外勤務手当 千円

24年度

65.00

16.72

1,283,933.00

コ ス ト 13,342,760

1,283,933.00

1,300,000.00

計画値

10.39

実績値

単位当たりコスト③

実績値
業務委託料／有収水量

対　前　年　比

㎥

計画値

コ ス ト

計画値

5.48

－

1,300,000.00

100.00% －

62.00

25年度

1,283,933.00

7,041,690

－

1,300,000.00

－

1,300,000.00

1,300,000.00

－

○

Ü

成果指標の実績値が前年度と比較して向上した ×

○

事務事業の推進過程では環境（エコ）への配慮をしている

職員の能力開発のための対策は十分になされている ×

17.66

100.00%

1,283,937.00

48,671,930

―1,300,000.00

－

計画値

実績値

Ü15.00

14.48 12.70

15.00

－

－

14.00 （営業収益-営業費用）/営業収益

有収水量1㎥当りの施設管理費

単位当たりコスト②

対　前　年　比

コ ス ト

動力費/有収水量
計画値 1,300,000.00

実績値

22,678,598

1,283,937.00

0.80

単位当たりコスト①

48,454,945

1,283,937.00
修繕費／有収水量

今後の計画値
（計画年度）

－

－

21,467,665

実績値

0一般財源等

人件費 受益者負担受益者負担

備 考
（指標の計算方法、算式等）

26年度

目　　　的
(対象をどのような
状態にしたいか)

吉田町、甲田町の上水道使用者

安心･安全･安定した水道水の継続的な供給を行う。

事務事業名

実施期間

総合計画
（基本計画）

体系

基本方針

水道事業施設管理事業

4 平成

施　 策 水道の整備

26年度

直接事業費 100,233

大事業

中事業

主な
関連

予算・
事業名

人件費 96,366

24年度 25年度

国県補助金等国県補助金等

106,911

財源（千円）

直接事業費

財源（千円）コスト コスト（千円）

水道事業従事職員及び管理受託事業者で浄水場４箇所・取水場１箇所・配水池５箇所・加圧ポンプ所６箇所及び配水管路約
130kmの維持管理を行う。

財源（千円）

 直接事業費 国県補助金等

コスト（千円）

6,678 6,035

有収水量１㎥あたりの維持
管理費コスト

活
動
・
結
果
指
標

単位

単位

㎥

単位

㎥

対　前　年　比

単位

　
　
成
果
指
標

単位

円

単位

％
利益率

指標化できない成果

計画値

実績値

指　標　名

単位 計画値

実績値

○

×

○

人件費 105,114

有
効
性

○

事務事業の効果を適正に把握している

○

×

○

Ü

Ü

合計

×

Ü

×

○

当初予定した実施項目が達成できた

目標年度に目標を達成できそうである

受益者負担を検証している

成果指標について当初設定した計画値が達成できた

コスト（千円）

90,331

－

単位当りのコスト
　　修繕費/有収水量

目的が達成できるような事務事業の内容である

専門性をもった人材を活用できている

― 単位当りのコスト
　　動力費/有収水量

年度

―

年度

改善点や今後の取り組みの方向性（Action）

市民組織、ＮＰＯ、ボランティア等との協働ができている

事務事業の計画段階から市民参画を得る手段をとっている

Ü

市民への情報提供を行っている市
民
参
画

さまざまな場面で市民に対して参加の機会が提供されている

人

千円

105,114

105,114

0.75

0

千円

人

合計

平成 18

原水及び浄水・配水及び給水費

水道事業会計28

3.安全で快適な生活環境の創造

Ⅰ快適で賑わいのあるまちづくり

主要施策

事務事業の目

的、対象、内

容を考えなが

ら目的妥当性

の評価を行っ

て下さい。

事務事業の目

的やその数値

目標である成

果指標などに

留意しながら

有効性の評価

を行って下さ

い。

事業単位当たり
コストなどに留
意しながら効率
性の評価を行っ
て下さい。

ｱｳﾄ
ﾌﾟｯﾄ

ｲﾝﾌﾟｯﾄ

ｱｳﾄ

ｶﾑ

ｲﾝﾌﾟｯﾄ

082 公営企業部 水道課（水道事業施設管理事業）.xls


















